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【大淀川水系】 流域治水の令和４年度における具体的な取組内容の共有

1



■多段階浸水想定図、水害リスクマップの公表

■流域治水の勉強会を実施

国土交通省 宮崎河川国道事務所

【令和４年度】流域治水の取組内容
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流域治水の取り組み～自治体職員向け勉強会を開催～

○流域治水の推進には、自治体の主体的な取り組みが必要不可欠。
○宮崎県内自治体職員を対象に宮崎河川国道事務所職員が流域治水の考え方等を整理した勉強会を開催。
○流域治水に対する理解を促進するとともに、主体的な取り組みへ向けた第一歩を後押しした。

（１）流域治水に対する現状把握・問題意識

各自治体の危機管理部局を個別に訪問し、流域治水に対する現況（認識や取り組み）を聞き取り
（主な意見）

・流域治水は大河川でやるもので自分たちには関係ない
・流域治水は国がやるもの。引き続き、掘削や築堤を実施して欲しい
・そもそも自治体が何をしたら良いかわからない

→従来の治水事業の延長との意識が強いことが判明。流域治水に取り組む必要性や意義を改めて理解してもらう場が必要

（出席者の主な意見）
・国・自治体や河川・農水・下水道・都市計画など各方面からのアプローチが必要であることを知り、大変勉強になった。
・流域治水に関する政策や各種制度、資料を見るだけでは伝わらない取り組むにあたっての感覚的な部分までわかりやすく、

大変有意義だった。
・近年よく耳にする「流域治水」について聞くことができ、有意義なものとなった。住民に理解してもらうため、まずは行政が

学びを行う必要があると強く感じた。
・流域治水は国県市町村が一体となり取り組まないといけないと改めて認識した。

（２）流域治水勉強会の開催

（開催実績）
宮崎河川国道事務所職員対象：R4.9.2 40名参加、
宮崎県庁職員対象：R4.10.21 17名参加
宮崎県内市町村職員対象：R4.11.25 7自治体 41名参加
宮崎県都城市職員対象：R4.12.27 1自治体 18名参加
宮崎県内市町村職員対象：R5.2.2 8自治体 76名参加

（説明資料構成）
・流域治水に取り組む背景と経緯、流域治水関連法
・自治体が主体的に取り組むための施策やツール（支援制度、水害リスクマップ等）
・具体的な進め方（先行事例紹介等）
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林野庁 宮崎森林管理署

■河川上流域（国有林）における森林整備・治山対策

【令和４年度】流域治水の取組内容
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大淀川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】

被害をできるだけ防ぐ・減らすための対策 宮崎森林管理署

治山ダムによる渓床勾配安定 R4 山腹崩壊地の復旧 R4 適正な森林整備（保育間伐） R4
令和４年度

国有林内に
おける森林整備・
治山対策

植栽 14７ ha

下刈 588 ha

除伐 100 ha 

保育間伐 492 ha

林道（新設） 1,343 m

（改良） 103 m

谷止工 3 基

山腹工 1 箇所

森林整備を行うための林道新設 R4

○林野庁においては、⼭地災害や洪⽔被害が激甚化している中、これまでも関係機関と連携した流⽊対策や氾
濫河川上流域を対象とした森林整備・治⼭対策に取り組んでいるところ。
○今後、地球温暖化の影響に伴い、気候変動が⼀層激化することが⾒込まれる中、森林の有する⼟砂流出防⽌
や⽔源涵養機能等の適切な発揮に向け、流域治⽔の取組とも連携し治⼭対策等を推進。
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■河川整備（樹木伐採・河道掘削）

■いのちとくらしを守る土砂災害対策

■河川上流域（民有林）における森林整備・治山対策

■農業用ため池の整備

宮崎県

【令和４年度】流域治水の取組内容
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河川整備（樹木伐採・河道掘削） 【宮崎県の事例】河川整備（樹木伐採・河道掘削） 【宮崎県の事例】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 樹木伐採・河道掘削 宮崎県

大淀川水系流域治水プロジェクト
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～

○土砂堆積等による流下阻害で洪水氾濫が生じないよう、樹木伐採や河道掘削を実施している。
○次年度以降も、他の河川も含め５か年加速化対策において引き続き実施していく。

新別府川三名川

実施前 実施前

実施後 実施後

対象河川 市町 地区名等

北川内川 宮崎 古城町

内の丸川 宮崎 糸原

新別府川 宮崎 新別府ほか

古城川 宮崎 古城町

大淀川水系下流域：実施・予定箇所 対象河川 市町 地区名等

浦之名川 高岡 浦之名

三名川 国富 八代南俣

深年川 国富 深年ほか

木脇川 国富 木脇

本庄川 綾 入野

ほか３河川

○：R5予定箇所

○：R4実施箇所

【凡例】

Ｒ４年度実績

実施河川 １２河川

事 業 費 約３．２億円

樹木伐採 約３２千㎡

河道掘削 約４万 

新
別
府
川

古城川

北川内川

宮崎・高岡土木

後
川

内の丸川
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河川整備（樹木伐採・河道掘削） 【宮崎県の事例】河川整備（樹木伐採・河道掘削） 【宮崎県の事例】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 樹木伐採・河道掘削

大淀川水系流域治水プロジェクト
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～

大淀川水系上流域：実施・予定箇所

萩原川【実施前】 萩原川【実施後】

横市川

萩原川

沖水川

対象河川 市町 地区名等

沖水川 三股 梶山地区

萩原川 都城、三股 安久地区、宮村地区

横市川 都城 志比田地区

○：R5予定箇所

○：R4実施箇所

【凡例】

○土砂堆積等による流下阻害で洪水氾濫が生じないよう、樹木伐採や河道掘削を実施している。
○次年度以降も、他の河川も含め５か年加速化対策において引き続き実施していく。

Ｒ４年度実績

実施河川 ３河川 樹木伐採 約１４千㎡

事 業 費 約１．９億円 河道掘削 約３．７万 

都城土木
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河川整備（樹木伐採・河道掘削） 【宮崎県の事例】河川整備（樹木伐採・河道掘削） 【宮崎県の事例】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 樹木伐採・河道掘削 宮崎県

大淀川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ（案） 】
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～

大淀川水系中流域：Ｒ５年度実施予定箇所

本
庄
川

辻の堂川

高崎川

高崎川【実施後】

石氷川

○：R５予定箇所

○：R４実施箇所

【凡例】

○土砂堆積等による流下阻害で洪水氾濫が生じないよう、樹木伐採や河道掘削を実施している。
○次年度以降も、他の河川も含め５か年加速化対策において引き続き実施していく。

Ｒ４年度実績

実施河川 ５河川

事 業 費 約86百万円

樹木伐採 約４千㎡

河道掘削 約１．２万 

小林土木

対象河川 市町 地区名等

石氷川 小林 南西方地区

岩瀬川 小林 水流迫地区

本庄川 小林 須木鳥田町地区

木場田川 高原 広原地区

辻の堂川 高原 広原地区

高崎川 高原 蒲牟田地区

高崎川【実施前】
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城平川－新①

いのちとくらしを守る土砂災害対策の推進 【宮崎県の事例】いのちとくらしを守る土砂災害対策の推進 【宮崎県の事例】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

土砂流出抑制対策 砂防堰堤の整備 宮崎県

大淀川水系流域治水プロジェクト
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～

○土砂や流木の流出による災害から、人命等を守ることを目的として、人家等の上流に砂防
堰堤を整備する。

実施箇所：高野谷川他１３渓流

綾町 国富町

宮崎市

砂防堰堤イメージ写真

北伊倉１谷川

吾田谷2・3・4

上北方谷1

宮崎市

下流域

片地谷川

十三谷川中河間谷川

東牧場川

小林市

瀬之口川

高野谷川

東田野谷川

上流域

都城市
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河川上流域（民有林）における防災・保水機能を発揮させる森林整備・治山対策 【宮崎県の事例】河川上流域（民有林）における防災・保水機能を発揮させる森林整備・治山対策 【宮崎県の事例】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

森林整備事業
治山事業

森林整備（再造林、下刈り、間伐等）
治山事業（治山ダム、山腹工等）

宮崎県

大淀川水系流域治水プロジェクト
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～

荒廃森林（裸地化）

【流域治水への事業効果等】
（保水機能効果）

荒廃した人工林を間伐することにより、
土壌の孔隙量が増え、保水機能が向上する。

（防災・減災効果）
間伐等の適切な森林整備により、下層植生が

繁茂し、降雨に伴う土砂流出を抑制するほか、
流木の流出等による被害を防止する。

伐採後の速やかな再造林により、裸地化によ
る水土保全機能の低下を防止する。

治山ダムや山腹工により土砂や流木等の流出
を防止するとともに保安林の整備により、森林の
水源涵養機能や洪水緩和機能等を発揮させる。山腹工による土砂流出防止対策

着手前

完 成

流木及び土砂を捕捉した治山ダム 保安林整備による根系発達

【大淀川流域の森林の状況】
（宮崎市、国富町、綾町、都城市、三股町、

小林市、高原町）
森林面積：１４０，０３９ha

国有林： ７８，５５３ha
民有林： ６１，４８６ha

【大淀川流域の森林整備の実施状況】
（令和３年度）

再造林： ５１６ha 治山施工
下刈り ： １，８５４ha １４箇所
除間伐： ２８６ha

大淀川水系に係る
民有林の分布状況

（森林整備・治山）

樹木成長 下層植生繁茂

【事 業 名】 森林整備事業・治山事業 【取組状況】 再造林、保育(下刈り、間伐等)、治山ダム、山腹工等
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農業用ため池の整備【宮崎県の事例】農業用ため池の整備【宮崎県の事例】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

流域の雨水貯留機能の向上 農業用ため池の整備 宮崎県

大淀川水系流域治水プロジェクト
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～

○流域の防災・減災対策のため、農業用ため池の整備を進める。

実施前 実施後

貯留機能の向上を図るため、農業用ため池の改修工事を実施

農業用ため池整備 大谷上地区

令和４年度実績

地区名 事業費

目引地区 ４２，０００千円

大迫地区 １２，８００千円

大谷上地区 ６３，０００千円

合計 １１７，８００千円
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■河川整備（築堤護岸・樹⽊伐採・河道掘削）
■治⼭施設整備による⼟砂流出抑制対策など

⿅児島県
【令和４年度】流域治⽔の取組内容
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河川整備（築堤・護岸整備・河道掘削） 【鹿児島県】河川整備（築堤・護岸整備・河道掘削） 【鹿児島県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 築堤護岸・河道掘削 鹿児島県

大淀川水系流域治水プロジェクト
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～

大淀川水系上流域：実施・予定箇所

○平成22年の浸水被害で河川改修に着手し，洪水氾濫が生じないよう，築堤・護岸及び河道掘削を実施
している。

Ｒ４年度実績

実施河川 庄内川

事 業 費 約5.0千万円

築堤・護岸 築堤L=195ｍ

河道掘削

対象河川 市町 地区名等

庄内川 都城 関之尾町地区

庄内川 曽於 中谷地区

溝之口川 曽於 中谷地区

庄内川・溝之口川

実施前

○：R5予定箇所

○：R4実施箇所

【凡例】

溝之口川

庄内川

宮崎県

鹿児島県

実施中

令和4年度 築堤L＝195ｍ 令和3年度 築堤L＝120ｍ 過年度施工

河道掘削工(一部済)

溝之口川

庄内川
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河川整備（伐木伐採・河道掘削） 【鹿児島県】河川整備（伐木伐採・河道掘削） 【鹿児島県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 伐木伐採・河道掘削 鹿児島県

大淀川水系流域治水プロジェクト
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～

大淀川水系上流域：実施・予定箇所

大淀川

○：R5予定箇所

○：R4実施箇所

【凡例】

○土砂堆積等による流下阻害で洪水氾濫が生じないよう、伐木や伐採，河道掘削を実施している。
○次年度以降も、他の河川も含め５か年加速化対策において引き続き実施していく。

Ｒ４年度実績

実施河川 ３河川

事 業 費 約2.9千万円

樹木伐採 約1.1千㎡

河道掘削 約3.5千 

対象河川 市町 地区名等

大淀川 曽於 南之郷地区

溝之口川 曽於 下財部地区

横市川 曽於 北俣地区

後川 曽於 北俣地区

村山川 曽於 諏訪方地区

大淀川

横市川

村山川

大淀川

実施前 実施後
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○人工造林（再造林）などの森林整備を行い，保水機能の維持を通じて，土砂や流木等の流出抑制を図る。
○治山施設の整備による森林の復旧を行い，下流への土砂流出抑制を図る。

■鹿児島県の森林整備・保全施策の取組

【森林整備イメージ】 【治山施設整備イメージ】

整備前 整備後

豪雨等に伴う山地災害
■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

・森林整備による流出抑制対策
・治山施設整備による土砂流出抑制対策

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工程

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

森林整備・保全，
治山施設の整備

森林整備による流出抑制対策
鹿児島県・市町

・森林組合 等

治山施設整備による土砂流出抑制対策 鹿児島県

間 伐

人工造林（再造林）

治山施設の整備（渓間工・山腹工）

治山施設整備

大淀川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ（案） 】
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～

治山施設整備による土砂流出抑制対策 等【鹿児島県】治山施設整備による土砂流出抑制対策 等【鹿児島県】

森林整備エリア
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■⽴地適正化計画の策定・⾒直し

宮崎市
【令和４年度】流域治⽔の取組内容
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区分 対策内容 実施内容 実施主体 ⼯程
短期 中期 中⻑期

被害対象を減少
させるための対策

⽔災害ハザードエリアに
おける⼟地利⽤・住まい
⽅の⼯夫

⽴地適正化計画の検討・展開 宮崎市

○今後の⼈⼝減少、少⼦超⾼齢社会の到来を⾒据え、多様な都市機能を各拠点に集約。
○災害リスクの⾼い区域を「居住誘導区域」から除外し、緩やかな居住の誘導を図る。
○都市再⽣特別措置法の改正に基づき、⽴地適正化計画に「防災指針」を追記した。

防災指針
誘導区域図（市全域）

※令和５年３⽉３１⽇公表

⽴地適正化計画の策定・⾒直し 【宮崎市都市整備部都市計画課】⽴地適正化計画の策定・⾒直し 【宮崎市都市整備部都市計画課】

大淀川水系流域治水プロジェクト
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～
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■令和4年9⽉出⽔に伴う都城市下川東地区の流域治⽔の取組

都城市
【令和４年度】流域治⽔の取組内容
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（大淀川上流）宮崎県都城市下川東地区の流域治水の取組

検討会の開催状況

令和4年台風14号による実績浸水状況（都城市下川東地区）

検討会の委員

○令和4年9月に発生した台風14号に伴う記録的な降雨により、都城市下川東地区において甚大な内水被害が発生。家屋の浸水被害軽減に向けた
今後の対応方針を決定するため、専門的な知識を有する学識者及び国・県・市において「令和4年9月台風14号大淀川上流内水対策検討会」を設置。

○国による河道掘削及び遊水地整備、樋管ゲートの無動力化等、都城市による雨水対策施設等の整備及び流域治水の考え方を取り入れた流出抑制
対策等のハード対策のほか、ソフト対策、維持管理、災害時の支援などを盛り込んだ「今後の対応方針」を令和5年3月に策定・公表。

浸水被害の状況 今後の対応事例

【国】大岩田遊水地整備

【国】 河道掘削

横市川

下川東地区

【国】 樋管ゲートの無動力化
（川東第4樋管）

【都城市】雨水対策施設等整備
※位置、諸元等の詳細は検討中 【国】【宮崎県】【都城市】

流出抑制対策の検討

【宮崎県】河道掘削

■ハード対策
①内水被害の軽減対策
②操作環境改善対策
③流出抑制対策
■ソフト対策
①施設操作
②早期避難の促進・啓発
③情報発信・共有
④地域防災力を向上させるまちづくり
■維持管理
①河川・雨水幹線内巡視・点検の徹底
、

堆積土砂撤去・樹木伐採
②施設管理の徹底
■災害時の支援

都城市
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■雨水対策施設等（雨水ポンプ場、バイパス管、調整池等）の整備を行うことで、令和4年9月台風14号
実績浸水降雨に対し床上浸水解消を図る。

①内水被害の軽減対策（雨水対策施設等による床上浸水解消）

調整池等の整備

（参考：志比田調整池）

雨水幹線（バイパス管）の整備

高低差による水頭差を利用し、別ルートで
の雨水幹線（バイパス管）により強制排水

河川

水頭差

（イメージ図）

雨水ポンプ場の整備

（参考：都島ポンプ場）

○雨水管理総合計画に基づく場合の事例

都城市
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① 調査検討業務委託発注

■雨水対策施設等（雨水ポンプ場、バイパス管、調整池等）の整備を行うことで、令和4年9月台風14号
実績浸水降雨に対し床上浸水解消を図る。

①内水被害の軽減対策（雨水対策施設等による床上浸水解消）

対策方針を決めるために必要な水路断面等の測量データを収集

②

今
後
の
整
備
方
針
の
検
討
に
反
映

③

具
体
的
な
施
設
整
備
に
向
け
た
検
討

現在の水路に関する情報を調査・収集

都城市
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②流出抑制対策（流出抑制対策の検討（雨水浸透施設等））

○排水口に小さな断面の切り欠きをあけた調
整板を設置し、大雨時に水の流出を抑制す
ることで、田んぼがダムの役割を果たす。

田んぼダムについて

公園における流出抑制対策事例
（小松川流域：宮崎県総合文化公園）

平常時の状況

⼤⾬時の貯留状況

⽔位低 ⽔位⾼

調整板
調整板

■流域治水の考え方を取り入れ、公共施設等の改修の際には雨水を浸透又は貯留させる機能の付加
や、田んぼダム等に代表される流出抑制対策について検討を行う。

断⾯図 芝⽣広場
⼤⾬時に貯留

芝⽣広場は周辺より
低く整地されている⼤⾬時に貯留

○多くの田んぼで取り
組むことで、水路や
河川の水位上昇を緩
和し、下流域の洪水
被害を軽減する効果
がある。 通常⽔位

⼤⾬時⽔位
貯留

流出抑制

調整板
断⾯図

⼤⾬時に貯留 ⼤⾬時に貯留

貯留範囲

都城市

29



■災害対応の迅速化、住民の早期避難のための情報発信として、内水氾濫時に面的に浸水の状況を
把握するため、浸水センサを用いてリアルタイムに浸水状況を把握する仕組みを検討する。

③情報発信・共有（浸水センサの設置によるリアルタイム浸水状況の把握する

仕組みの検討）

【 災害時】
早期の人員配置

（道路冠水による通行止め、避難所の開設等）

【復旧時】
り災証明（自治体等）の簡素化・迅速化

災害復旧の早期対応

【都城市の浸水センサ―設置イメージ（14区域）】

活用イメージ

区域内イメージ（一例）

都城市
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■雨水の流出抑制、地下水の保全及び平常時の河川流量の確保のため、開発に伴う協議の際には、
浸透枡を設置するなど規模に応じ流出抑制に配慮した計画とするよう求める。

④地域防災力を向上させるまちづくり（雨水浸透施設や雨水貯留施設の
設置促進）

雨水の流出抑制

都市下水路を流末とする開発行為に該当しない造成計画に対し、流出抑制のための浸透桝設置を依頼し設置

透水性舗装

浸透側溝

浸透桝

浸透側溝

浸透桝

土壌へ浸透土壌へ浸透河川への直接的な流入を抑制河川への直接的な流入を抑制

都城市
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■⽴地適正化計画の策定

綾町
【令和４年度】流域治⽔の取組内容
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立地適正化計画の策定 【綾町】立地適正化計画の策定 【綾町】

大淀川水系流域治水プロジェクト
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～

第7章 防災・減災まちづくりの基本方針
本町が抱える防災上の課題を踏まえ、洪水による浸水被害を中心とし、

綾町国土強靭化地域計画や綾町地域防災計画等の防災に関する計画と整合、
連携を図りながら、下記の目標の実現に向けた取組を総合的に推進していく
ことにより、防災・減災対策に取り組みます。
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■⽔源林造成事業による森林の整備・保全

森林整備センター
【令和４年度】流域治⽔の取組内容
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大淀川水系流域治水プロジェクト
～水源林造成事業による森林の整備・保全～

・⽔源林造成事業は、奥地⽔源地域の⺠有保安林のうち、所有者の⾃助努⼒等によっては適正な整備が⾒込め
ない箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の⾼度発揮を図る事
業です。
・⽔源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹⽊の成⻑や下層植⽣の繁茂を
促し、森林⼟壌等の保⽔⼒の強化や⼟砂流出量の抑制を図り、流域治⽔を強化促進します。
・⼤淀川流域における⽔源林造成事業地は、約80箇所（森林⾯積約2,200ha）であり、流域治⽔に資する除間
伐等の森林整備を計画的に実施していきます。（令和４年度においては、約5haの森林整備を実施。）

針交混交林 育成複層林

⽔源林の整備

間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ

⼤淀川流域における⽔源林造成事業地

⼤淀川流域

⽔源林造成事業地

⼤淀川

被害をできるだけ防ぐ・減らすための対策 森林整備センター
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